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みんなでつくる安全・安心なまち セーフコミュニティこおりやま

セーフコミュニティ郡山

2018.2.2国際認証取得
2023.2.4 国際認証再取得

2025(令和７)年１月発行

令和６（2024）年度地域診断を実施しました

セーフコミュニティフェスタこおりやま2025を開催します！

■月 日 2025年２月２日（日）10:00～16:00
■ 会 場 中央公民館 １階 多目的ホール ほか
■表彰式 13:30～
①セーフコミュニティ賞
②まちづくりハーモニー賞
③男女共同参画推進事業者表彰
④セーフコミュニティパンフレット表紙デザイン受賞者表彰
⑤自転車ヘルメット着用推進校表彰

■展示コーナー今年は、まちづくりに関わる様々な団体等の表彰式を

合同で行います！安全安心に関する啓発コーナーや、

各種体験ブースもあります。ぜひご来場ください！
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交通事故件数（人身事故）の推移（人口10万人あたり）

全国 福島県 郡山市

（件）

① 統計データ

② 市民意識調査

知っている, 

1,543人, 93.6%

知らない, 

78人, 4.7%

無回答, 27人, 1.6%

n=1,648

いつも着用している, 205人, 24.9%

時々着用している, 

64人, 7.8%

長時間等の場合のみ着用, 

18人, 2.2%

持っているが、

着用していない, 

75人, 9.1%

ヘルメットを

持っていない, 

461人, 56.0%

n=823

「警察白書」（警察庁）、「交通白書」（福島県警察本部）を加工して作成

自転車利用者に対するヘルメット着用が
努力義務となったことを知っていますか？

自転車事故を減らさないとね！
みんなの意識はどうだろう？

ヘルメット着用が努力義務になった
ことはほとんどの人が知っていたよ。
でも、半数以上の人が「ヘルメットを
持っていない、着用していない」と
回答していたよ。
自転車乗用中の交通事故で亡くなられた
方は、約５割が頭部に致命傷を負ってい
るよ。安全に対する意識を高めて、
交通事故に遭わないよう、もし遭って
しまったときに大きなけがにならない
ように一人ひとりが行動できるといいね！

自転車用ヘルメットを着用していますか？

【交通安全】に関する分野のデータをみてみよう！
人口10万人あたりの交通事故件数は、
セーフコミュニティの取組当初の2014年と直近の
2023年を比較すると約61％減少しているよ。
郡山市は、全国に比べると少ない件数で推移している
けど、福島県に比べると多い件数で推移しているよ。
福島県内でみると、自転車事故の件数が
他市町村に比べて多いみたい。（地域診断P.11）

右の二次元コードから
ほかのデータも
確認できるよ！

セーフコミュニティの取り組みは、「けがや事故は原因を究明することで予防できる」

という考えのもと、科学的なデータの分析により根拠のある活動を行うことが基本と

なっています。令和６年度は第６回地域診断を実施し、統計データや

アンケートによってけがや事故などに関する状況を分析しました。

詳しくは
こちらから



８月以降、アルバイトを装い、特殊詐欺の受け子や出し子、強盗などの様々な犯罪に利用される「闇バイト」

と呼ばれる凶悪な事件が相次いで発生しています。

闇バイトの募集の手口には、

①「即日即金」「ホワイト案件」「高額」等、

「楽で、簡単、高収入」を強調する

②「シグナル」等匿名性の高いアプリに誘導して

個人情報を送信させ、脅迫する

という２つの大きな特徴があります。

これらの特徴に当てはまる求人広告を見かけたら、絶対に応募しないでください。

犯罪に加担する前に警察に相談してください。保護者の方は、インターネットや

SNSの適切な利用の仕方や危険性について伝える、必要に応じてスマホの利用制限

を設定する等して、こどもを犯罪から守りましょう。
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発行 郡山市セーフコミュニティ推進協議会 / ２０２５(令和７)年１月

【お問合せ・連絡先】

事務局：郡山市市民部セーフコミュニティ課セーフコミュニティ推進室（郡山市役所西庁舎３階）

電話 ０２４－９２４－２１５１ ﾌｧｸｼﾐﾘ ０２４－９２１－１３４０

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ safecommunity@city.koriyama.lg.jp
郡山市 セーフコミュニティ 検索

＝予防救急＝

みなさんのフォローを
お待ちしています！

X(旧ツイッター)アカウント

『セーフコミュニティこおりやま』では、

安心・安全につながる活動や、

セーフコミュニティ活動の取り組み

事例などを紹介しています。

寒さが本格化し、積雪や路面の凍結に起因する【転倒】によるけがや、【低体温症】のリスクが

高まることが予想されます。これら救急事故の予防を図るため、以下のとおり救急統計データの

集計とポイントを示します。

冬場のけがや事故にご注意！

郡山地方広域消防組合は
けがなどを予防する
『予防救急』に
取り組んでいます。

＝予防救急＝

屋内でも注意が必要！傷病程度別にみると、
入院が必要な「中等症」以上で８割を占めるよ

闇バイトは犯罪です！ご注意ください！！

少しでも不安に感じたら

＃9110 に電話を！

警察相談窓口

積雪・凍結路面での転倒による救急統計

道路を歩行中,
99人, 53.5%

自宅・職場の敷地内を歩行中,

33人, 17.8%

駐車場等で車から降りた直後,

24人, 13.0%

雪かき・除雪中,

12人, 6.5%

階段を昇降中,10人, 5.4% その他,7人, 3.8%

■予防対策

☑天気予報などで事前に情報収集し、時間に

余裕を持って行動しましょう。

☑靴は滑りにくいものを選びましょう。

☑日陰となっている（なっていた）場所や

橋の上は滑りやすいので、特に注意しましょう。

☑傾斜がある場所や坂道、階段は

特に注意しましょう。

☑飲酒後は転倒しやすいので注意しましょう。

低体温症による救急統計

低体温症とは、何らかの原因により身体が冷却された
こと等により体温が低下し、正常な身体の機能が保て
なくなる症状です。
気温などの環境要因のほか、年齢や持病の有無等が影
響し発症することが多く、自身の体調や生活習慣、行動
の中に潜む低体温症リスクを認識した上予防することが
重要です。

※数値は郡山地方広域消防組合管内における過去10年間（2014～2023年まで）の数値

情報提供：郡山地方広域消防組合

※数値は郡山地方広域消防組合管内における過去５年間（2019～2023年まで）の数値

高齢者,358人, 86.3%

高齢者以外,57人, 13.7%

年齢別
（415人）

屋内,323人, 77.8%

屋外,92人, 22.2%

屋内外別
（415人）

状況別
（185人）

■年齢別にみると、

「高齢者」が８割以上を

占めています。

■発生場所の屋内外別に

みると、「屋内」が

７割以上を占めています。

■状況別にみると、「道路を歩行中」が

99人で最も多くなっています。


